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漱石の美術への関心13

夏
目
漱
石
の
美
術
、
特
に
絵
画
へ
の
関
心
と
受
容
、
そ
の
文
芸
と
美
術
と
の
関
わ
り
、
漱
石
自
身
の
絵
画
の
創
作
に
つ
い
て
は
、
既
に

多
く
の
調
査
・
研
究
が
あ
る
。
日
本
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
、
佐
渡
谷
重
信
『
漱
石
と
世
紀
末
芸
術
』（
一
九
八
二
年
二
月
、

美
術
公
論
社
）、
芳
賀
徹
『
絵
画
の
領
分
　
近
代
日
本
比
較
文
化
史
研
究
』（
一
九
八
四
年
四
月
、
朝
日
新
聞
社
）、
尹
相
仁
『
世
紀
末
と
漱
石
』

（
一
九
九
四
年
二
月
、
岩
波
書
店
）、
新
関
公
子
『「
漱
石
の
美
術
愛
」
推
理
ノ
ー
ト
』（
一
九
九
八
年
六
月
、
平
凡
社
）、
范
淑
文
『
文
人
の
系

譜

―
王
維
～
田
能
村
竹
田
～
夏
目
漱
石
』（
二
〇
一
二
年
三
月
、
三
和
書
籍
）
他
の
単
行
本
や
多
く
の
論
文
・
評
論
等
が
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
漱
石
と
美
術
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
調
査
、
考
察
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
問
題
を
解
明
す
る

た
め
の
基
礎
的
な
調
査
は
ま
だ
十
分
と
は
言
い
が
た
い
の
で
は
な
い
か
。
西
洋
美
術
へ
の
関
心
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
に
限
っ
て
み
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
と
そ
の
報
告
は
、
限
定
さ
れ
た
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
漱
石
文
庫
の
中
に
は
、
英
国
留
学
中
ま
た
帰
国
後
に
入
手
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
美
術

館
の
カ
タ
ロ
グ
、
絵
画
の
複
製
、
画
家
に
関
す
る
著
書
や
図
録
、
美
術
雑
誌
等
の
西
洋
美
術
関
係
の
多
く
の
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
資

料
に
関
し
て
も
、
前
掲
し
た
よ
う
な
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
も
の
の
、
従
来
の
報
告
に
は
正
確
で
は
な
い
点
も
あ

り
、ま
た
資
料
の
全
体
像
、そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
問
題
に
つ
い
て
の
見
通
し
等
に
関
し
て
も
、こ
れ
か
ら
の
研
究
に
俟
つ
と
こ
ろ
は
多
い
。

漱
石
文
庫
に
関
す
る
調
査
に
関
わ
っ
て
き
た
筆
者
は
、「
夏
目
漱
石
の
文
芸
と
美
術
と
の
相
関
―
漱
石
文
庫
資
料
に
よ
る
実
証
的
研
究
」

の
題
目
で
科
研
費
（
基
盤
研
究
（
C
）
／
研
究
課
題
番
号
：25370225

／
平
成
二
十
五
年
度
～
二
十
七
年
度
）
の
交
付
を
受
け
て
、
美
術
関
係

漱
石
の
美
術
へ
の
関
心

─
 STU

D
IO

の
剥
ぎ
取
ら
れ
た
絵

─



芥川龍之介「野呂松人形」の創作方法141

は
じ
め
に

『
人
文
』
大
正
五
年
（
一
九
一
六
年
）
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
芥
川
龍
之
介
の
「
野
呂
松
人
形
」
に
つ
い
て
は
、吉
田
精
一
『
芥
川
龍
之
介（

（
（

』、

片
岡
良
一
『
芥
川
龍
之
介（

（
（

』
等
の
断
片
的
な
言
及
や
、
片
岡
哲
「
野
呂
松
人
形（

（
（

」、
同
「
野
呂
松
人
形（

（
（

」、
中
島
和
也
「
野
呂
松
人
形（

（
（

」
等

の
比
較
的
短
い
解
説
的
な
文
章
は
あ
る
も
の
の
、
管
見
に
よ
れ
ば
そ
れ
を
対
象
と
し
た
単
独
の
論
文
も
な
く
、
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ

て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

小
稿
で
は
、
そ
の
「
野
呂
松
人
形
」
に
つ
い
て
基
礎
的
な
検
討
を
加
え
、「
僕
」
が
体
験
し
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
よ
う
に
設
定
さ
れ

て
い
る
「
野
呂
松
人
形
」
の
作
品
世
界
が
、
芥
川
が
実
際
に
体
験
し
た
こ
と
で
は
な
く
、〝
野
呂
松
人
形
〟
に
関
す
る
、
あ
る
資
料

─

『
都
の
華
』〈『
都
新
聞
』
毎
月
附
録
〉
第
五
十
七
號
（
明
治
三
十
五
年
〈
一
九
〇
二
年
〉
八
月
二
十
三
日
発
行
）
掲
載
の
「
野
呂
松
人
形
」
と

題
す
る
文
章
の
記
述
を
用
い
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、「
僕
」
す
な
わ
ち
「
作
者
」
と
錯
覚
さ
せ
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
こ
と

が
「
作
者
」
の
体
験
で
あ
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
さ
せ
る
そ
の
方
法
が
、比
較
的
初
期
か
ら
芥
川
が
用
い
て
き
た
創
作
方
法
だ
っ
た
こ
と
を
、

明
ら
か
に
し
た
い
。

芥
川
龍
之
介
「
野
呂
松
人
形
」
の
創
作
方
法

─
体
験
の
虚
構

─
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